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『漢旧儀』 『関中記』 『元和郡県図志』 その他の記載
長陵 万戸 万戸 万戸
安陵 万戸 五千戸 千戸 『関中記』によれば，「楽人」だけでも五千戸移民された。
覇陵 万戸 五千戸 千戸
陽陵 万戸 五千戸 千戸
茂陵 三～五万戸 万戸 万戸 『史記』呂不韋伝で「三万戸」とする，『黄図』で一万六千戸とする。
平陵 三～五万戸 五千戸 万戸 『史記』呂不韋伝で「三万戸」とする。
杜陵 三～五万戸 五千戸 万戸 『史記』呂不韋伝で「三万戸」とする。
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１ 崖東遺跡 高陵県馬家湾郷米家崖村東 漢代 雲紋瓦当，縄文板瓦 115000
２ 陽陵故城 高陵県馬家湾郷米家崖北 漢代 「長楽未央」瓦当，板瓦など
３ 張家湾遺跡 咸陽市渭城区正陽郷張家湾村北 漢代 縄文板瓦など 8000
４ 四溝遺跡 咸陽市渭城区正陽郷張家湾村東北 漢代 筒瓦，板瓦など 10000
５ 費家崖遺跡 高荘郷費家崖村 漢代 縄文板瓦など 75000
６ 徐家寨遺跡 咸陽市渭城区正陽郷張家湾村西北 漢代 縄文筒瓦，雲紋瓦当など 15000
７ 史村遺跡 咸陽市渭城区韓家湾郷史村北 秦～漢 縄文板瓦，瓦当など 42000
８ 馬家堡遺跡 咸陽市渭城区韓家湾郷馬家堡村西北 漢代 縄文板瓦など 40000
９ 長陵邑遺跡 咸陽市渭城区韓家湾郷怡魏村 漢代 城壁，斉式瓦当など




村西 漢代 版築遺跡，各種建築材残存 30000 宮殿建築？
12 新光遺跡 西安市未央区譚家郷新堡村西北 秦～漢 大型版築遺跡，板瓦など 50000
13 趙南遺跡 西安市未央区譚家郷新堡村東 漢代 縄文筒瓦，板瓦など 15000
14 李家街遺跡 西安市草灘鎮李家街村 漢代 縄文筒瓦，玄武瓦当など 不明
15 紡四路遺跡 西安市灞橋区紡織城 戦国～漢 竪穴倉庫，瓦など 13000
16 高楼村遺跡 西安市新城区高楼村西北 新石器～漢 漢代の窯，建築材など 12000
17 田家湾遺跡 西安市等駕坡田家湾村西 新石器～漢 漢代の板瓦など 40000 漢代の遺物は少ない
18 馬騰空遺跡 西安市等駕坡馬騰空村 新石器～漢 漢代の縄文板瓦など 60000 漢代の遺物は少ない
19 春臨遺跡 西安市曲江郷春臨村東 漢代 長楽未央瓦当など 不明 窯遺跡？
20 李家村遺跡 西安市碑林区李家村 漢代 縄文板瓦など 不明
21 渠北遺跡 西安市碑林区雁塔路 漢代～宋 漢代の縄文板瓦など 数万
22 瓦胡同遺跡 西安市碑林区雁塔路 漢代 版築遺跡 数万
23 杜県故城 西安市碑林区山門口沈家橋村東北 戦国～北周 縄文瓦，縄文磚など 不明
24 魚化寨遺跡 西安市碑林区魚化寨村西北 新石器～漢 漢代の縄文板瓦など 75000
25 影山楼遺跡 西安市蓮湖区曹家堡村南 漢代 版築建築遺跡，粗縄文板瓦など 不明
26 藺高遺跡 西安市三橋鎮藺高村西 戦国～漢 版築建築遺跡，陶製下水管など 不明
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27 火焼寨遺跡 咸陽市灃東郷火焼寨村北 秦～漢 縄文板瓦，筒瓦など 8000
28 老戸寨遺跡 咸陽市灃西郷老戸寨村 秦～漢 五角下水管，縄文瓦など 不明
29 田家堡遺跡 咸陽市灃西郷田家堡村東 秦～漢 縄文筒瓦，板瓦など 200000
30 馬寨遺跡 咸陽市釣台郷馬家寨村西北 戦国から漢 陶製水管など 200000




32 楊新荘遺跡 咸陽市渭城区韓家湾郷楊新荘村北 漢代 縄文板瓦，筒瓦など 45000
33 岳家荘遺跡 咸陽市渭城区韓家湾郷岳家荘村北 漢代
版築遺跡，縄文板瓦，筒瓦
など 1500000
34 北村遺跡 咸陽市渭城区韓家湾郷白廟北村北 漢代 縄文板瓦，瓦当など 150000
35 南村遺跡 咸陽市渭城区韓家湾郷白廟南村東 漢代 縄文陶製井圏，縄文瓦など 3000
36 安陵邑遺跡 咸陽市渭城区韓家湾郷白廟南村南 漢代 城壁，瓦当など
37 聶家溝遺跡 咸陽市渭城区窯店郷聶家溝村北 新石器・漢 漢代の陶器，瓦など 不明
38 毛王溝遺跡 咸陽市渭城区毛王溝村東 漢代 板瓦，陶製井圏，馬蹄金，文帝半両など 100000
秦の咸陽宮の範
囲内にある
39 何堡遺跡 咸陽市渭城区渭城郷何家堡村南 漢代 縄文板瓦，筒瓦など 240000
40 瓦劉遺跡 咸陽市渭城区底張郷瓦劉村東 漢代 縄文瓦 不明
41 底張湾遺跡 咸陽市渭城区底張湾底張湾村北 漢代 縄文瓦など 不明
42 崔家村遺跡 咸陽市渭城区周陵郷崔家村東南 秦～漢
版築遺跡，縄文板瓦，筒瓦
など 40000
43 李家寨遺跡 咸陽市渭城区周陵郷李家寨村西 秦～漢
縄文板瓦，「千秋万歳」瓦
当など 40000
44 黄家寨遺跡 咸陽市渭城区周陵郷黄家寨村 漢代
円形水道管，菱形空心磚な
ど 不明
45 下原遺跡 咸陽市渭城区渭陽郷下原村 漢代 版築遺跡，窯遺跡など 1200
46 七結遺跡 咸陽市秦都区馬荘郷七結村 漢代 縄文板瓦など 18000
47 時家村遺跡 咸陽市秦都区双照郷時家村北 漢代 縄文板瓦，筒瓦など 60000
48 府陽遺跡 咸陽市秦都区双照郷府陽村南 漢代 雲紋瓦当，縄文板瓦など 不明
49 西石遺跡 咸陽市渭城区周陵郷西石村 漢代 磚，瓦など 不明
50 東石遺跡 咸陽市渭城区周陵郷東石村 漢代 縄文板瓦，筒瓦，瓦当など 20000
51 老戸寨遺跡 咸陽市渭城区周陵郷陳老戸寨村北 漢代 縄文磚など 30000





村南 漢代 縄文板瓦，筒瓦など 750000
54 平陵邑遺跡 咸陽市秦都区平陵郷李都村付近 漢代 陶器，骨器，銅器など 不明
























56 下底王遺跡 咸陽市秦都区平陵郷下底王村北 漢代 縄文板瓦，筒瓦など 54000
57 西正洪遺跡 咸陽市秦都区馬荘郷西正洪村西南 漢代 縄文板瓦，筒瓦など 25000
58 双照城遺跡 咸陽市秦都区双照郷双照村 漢代 版築城壁遺跡，建築材など 16000
59 白良遺跡 咸陽市秦都区平陵郷白良村北 漢代 不明 詳細は不明
60 宇家荘遺跡 興平県南位郷宇家荘南 漢代 縄文板瓦，雲紋瓦当など 1500000
61 道常遺跡 興平県南位郷道常村北 漢代 灰陶釜など 不明 詳細は不明
62 北荘上遺跡 咸陽市秦都区馬泉郷北荘上東 漢代 縄文板瓦など 40000
63 北呉遺跡 興平県西呉郷北呉村 漢代 縄文筒瓦，「加気始降」瓦当など 不明
64 過唐遺跡 咸陽市秦都区渭浜郷過唐村南 漢代 縄文板瓦，路土など 不明
65 西大寨遺跡 咸陽市秦都区渭浜郷西大寨村北 漢代 縄文筒瓦，板瓦など 30000
66 小寨遺跡 興平県田阜郷小寨村北 秦～漢 縄文筒瓦，板瓦など 100000
67 正東遺跡 興平県田阜郷魏家村正東村西 漢代 雲紋瓦当など 75000
68 南佐遺跡 興平県阜寨郷南佐村東 秦～漢 縄文板瓦など 2000000 犬丘の旧跡とされている
69 楊家村遺跡 興平県阜寨郷大金家村南 秦～漢 縄文板瓦，筒瓦など 20000
70 東故寺村遺跡 興平県阜寨郷東故寺村西 漢代 縄文筒瓦など 40000
71 薬市遺跡 興平県冉荘郷薬市村北 漢代 縄文瓦など 7200
72 恵址坊遺跡 興平県恵址坊村北 秦～漢 縄文筒瓦，板瓦など 150000
73 法震遺跡 興平県荘頭郷法震村東 新石器・漢 漢代の縄文瓦，磚など 2500
74 客省荘遺跡 長安県馬王鎮客省荘村 新石器・漢 不明 漢代遺跡の詳細は不明
75 皇甫遺跡 長安県皇甫郷皇甫村東 秦～漢 縄文板瓦など 不明
76 董村遺跡 戸県蒼遊郷董村西 漢代 縄文板瓦，筒瓦など 10000
77 閻花園遺跡 戸県牛東郷閻花園村東 漢代 縄文筒瓦，板瓦，人骨など 4000
78 卓日遺跡 戸県大王鎮卓日村西 漢代 縄文板瓦など 2000
79 王守遺跡 戸県大王鎮王守村東北 漢代 縄文板瓦など 5000
80 什王遺跡 戸県蒼遊郷什王村西北 新石器・漢 漢代板瓦など 80000 漢代の遺物は少ない
81 牙道遺跡 戸県蒼遊郷牙道遺跡西北 漢代 弦紋罐など 5000
82 東羊遺跡 戸県光明郷東羊村南 漢代 縄文板瓦など 20000
83 東韓遺跡 戸県光明郷東韓村南 秦～漢 粗縄文板瓦など 60000 
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二百。平均每户三人，显然偏低，可能这是交纳租
税的编户的数字，若按每户五口计，再加上皇戚贵
族、军队僮仆等、全城人口至少也有四五十万之多。」
と書いてある。これによれば，前掲した『漢書』
地理志にある“户八万八百，口二十四万六千二百”
という記載は長安県の総人口ではなく，長安城の
中に生活する住民の人口数である。
10）馬先醒『簡牘論集』簡牘社，1977年，204ページ。
11）前掲，劉慶柱『西漢十一陵』，23ページ。
12）『四庫全書総目』巻八六。
13）葛剣雄氏は一万六千戸を茂陵建設当時の人口数と
し，六万一千を漢代末期の人口数としている（葛
剣雄『西漢人口地理』人民出版社，1986年，
138ページ，本文で引用された葛氏の意見はほとん
どこの著書から引用している）。
14）前掲，劉慶柱『西漢十一陵』，102ページ。
15）前掲，葛剣雄『西漢人口地理』，96ページ。
16）前掲，馬先醒「漢長安里第考」（『簡牘論集』，209
ページ）。
17）図１は，史念海氏主編『西安歴史地図集』，61ペー
ジ「西漢諸帝陵墓分布図」をベースに，『中国文物
地図集・陜西省分冊』（国家文物局主編，西安地図
出版社，1998年）の西安市各区，長安県，涇陽県，
戸県，咸陽市秦都区，咸陽市渭城区などの相関遺
跡図を参照して作成した。各図の縮尺はそれぞれ
違うので，まずいくつかの現代集落を図上に描き，
これを基準にして各遺跡までの距離と方角を測り，
各遺跡を図上に標記した。このため，各遺跡の位
置の正確度は低い。図上の記号について，「□」は
漢代の集落，「△」は秦代から漢代の集落「◎」は
現代集落，「⊥」は皇帝の陵墓である。
 （2002年７月19日受付）
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